
  
"There seems a magic in the very name of Christmas."  
「クリスマスという名前そのものに，不思議な力があるようだ」  by Charles Dickens 

 

『クリスマス・キャロル』チャールズ・ディケンズ作 より （19世紀イギリスの小説家、1812～1870） 

 

☆お金しか信じない嫌われ者の老人スクルージが，クリスマスにかつての友人の亡霊に出会います。 

彼の予言通りにスクルージは３人の精霊に導かれて，過去・現在・未来へ旅をします。そこで見たものは？ 

 世界中で今も読み継がれる，有名な物語です。 

 

１1/25～12/24『旭中読書月間』開催中です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇都宮市立旭中学校 

令和６年 1２月号 

 
図図書書館館だだよよりり 

たくさんの人が学校図書

館に来てくれています！ 

イベントも続きますので

ぜひ足を運んで下さい！ 

足を運んでください！ 



 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                     

 

 

 

 

 

 

ブックトークボランティアさんの読み聞かせ活動 

 

 

～追悼 谷川俊太郎さん～  
 

11 月に 92 歳で永眠されました。多くの人の心に残る詩を，たくさん残しました。小・中学

校の国語の教科書にも掲載されたので，知っている人も多いと思います。谷川さんの詩をゆ

っくり味わえる本のコーナーが学校図書館に出来ています。ぜひ手に取って，見てほしいと

思います。 

谷川さんの著書のなかから、おすすめ本を伺いました。 
少年の何気ない生

活のひとこまを描

いた絵と「いまこ

こ」で生きている

ことをうたった詩

が見事に溶けあっ

た絵本。ゆっくり

とページをめくり

ながら読んでほし

い 1冊です。 

 

 

 

 

 

身近な鉛筆はどこ

ろから自分の手元

まで届くのか。 

鉛筆ができる過程

と，それに携わる 

スリランカ・アメリ

カ・メキシコ・日本

の人々の労働や生

活，考え方から世界

の「つながり」が見

えてくる絵本。 

校長先生から教えて 

いただいた本です 

『子どもたちの遺言』 

 谷川俊太郎ほか著 

佼成出版社 

山中先生おすすめ! 

『いっぽんの鉛筆 

のむこうに』 

谷川俊太郎ほか 

福音館書店 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティアさん

紹介本『生きる』 

谷川俊太郎詩 

岡田よしろう絵 

福音館書店 

 

 

 

 

 

 

 

昔話に英語の本，世界の大

都市，絶景のひみつなど素

敵な本をたくさん今回も

ご紹介いただきました！ 

～旭学校園 共催お話給食 のお知らせ～ 

アンケ―ト第１位のパンが給食に登場します。動画放送も企画中。お楽しみに！ 

どうぞお楽しみに！！ 


